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[Abstract]
　In Chopin's (1810-1849) piano performances, the agogic is considered indispensable. This is 
because unlike the dynamic and expressive notations used in all scores, in the process of actually 
playing the agogic approach imagines the sound the composer sought through music analysis and 
interpretation, and produces a performance related to the minute changes of speed, in the relative 
lengths of the notes, and the sound value produced by the performer himself. In this research, by 
conducting a practical examination of performance interpretation that can be read from the score 
and rendition style of 24 Preludes Op. 28, it was found that Chopin wrote the fine notation and 
characteristic harmony using the agogic rendition style necessary for realizing them as sounds; from 
which was derived the cause of the occurrence and an effective performance method.
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The effect of the agogic on F. Chopin's piano performance 





























　《24 の前奏曲》の創作にあたっては、彼が尊敬していた J.S. バッハの《平均律クラヴィ
ーア曲集》から大きな影響を受けたとされており、平均律における 12 の長短、すなわち
24 の全ての調性を用いて書かれている。その曲の配列はバッハとは異なるが、ハ長調を
起点として 5 度循環形式となっており、ハ長調の次に平行調のイ短調、その次に完全 5 度
上のト長調とホ短調、という並びになっている。24 曲のうち、6 曲だけが 50 小節を超え、
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　なお、使用楽譜については、ナショナル ･ エディション（ヤン ･ エキエル編）を使用す
ることとする。このエディションは、それまで主要楽譜として扱われてきたパデレフスキ


















　ジッドが挙げたバッハ《平均律クラヴィーア曲集第 1 巻 第 1 番》の前奏曲やショパン《練
習曲 作品 10-1》には確かに共通点が存在する。調性が C-dur であることはいうまでもな
いが、曲頭が長三和音の分散和音の形で切れ目のない運動をして現れることが挙げられる。
これは単なる偶然ではなく、先述の前奏曲が置かれた目的にも由来しているものだと思わ











　アゴーギクとして注目すべきは 18 小節目からである。内声は、これまであった 16 分休
符がなくなり、各小節の頭に音がずれ込む形となる。【譜例 2】　数小節前からcresc. がか




　さらに、頂点を迎える 21 小節目では、欠如していた 16 分休符が再び現れ、ここまでの
高ぶった気持ちを一瞬で和らげるかのような効果が得られる。【譜例 3】　したがって、こ
の 21 小節目では、16 分休符の時間を少し長めにして大切に扱い、stretto から解放された
僅かな安堵感と最高音としての輝きを持ち合わせた響きが必要になってくる。また、25－
26 小節と 27－28 小節は、同じ音の繰り返しであるが、右手 1 拍目の 16 分休符の有無に
よって 5 連符か 3 連符× 2 のリズムの違いが生じてきており、旋律の歌い方とリズムの刻
み方（感じ方）を変えることで音色の変化に繋げることが出来る。
【譜例 3】
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よる集合体で成り立つ曲としては、第 5 番に類を見るが（この曲は 8 分音符、第 5 番は 16
分音符による）、これらの曲はまず指が機械的な運動にならないことに留意する必要がある。
　曲の冒頭、右手の第 1 音 Fis は、その音の空間的広がりを十分に聴きたい。【譜例 5】 
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　通常このような場合は、右手の和音に合わせる形で 1 小節に 2 回（和音が変わる毎に）
踏み変えることで解決するものだが、この曲は左手の非和声音 (Eis･Gis) の混入によって、
前述のペダリングでは純正な響きを得ることができない。そこで、考えられる踏み変え箇






なアゴーギクが期待できる。また、2 拍目と 4 拍目は、非和声音の混入を防ぐ目的でペダ
ルを少し浮かせて響きを止めながら、3 拍目で大きく踏み込むと良い。
【譜例 6】












　アゴーギク操作としては、1 拍目から 2 拍目の表拍にかけてエネルギーを持って加速し、
2 拍目裏でブレーキをかけて減速させ、デュナーミクもそれに連動させることが必要であ








































　例えば 28 小節から 31 小節まで左手は規則的な音程の上下を繰り返し、結果的に 5 度上





差して（81 小節 4 拍目）、終わりを迎えるのである。【譜例 12】　この B の音は、smorzando
が行われている途中に突如 f の指示があり、音量としては急激な変化であるが、直前には




第 16 番　変ロ短調  Presto con fuoco
　突如叩きつけたような 6 つのドミナントの和音による導入の後、凄まじい勢いで疾風怒
濤の如く 16 分音符が上から下へと駆け巡る、激情的な作品である。第 12 番や第 19 番と
並び、技術的にも難易度が高い。まず技巧的な難しさは右手 16 分音符にあるが、実はこ
の曲の拍とスピードを支配しているのは左手の規則的なリズムとそのアゴーギクにある。
左手 1 拍目に掛かるスラーと、それを受けるかのようなアウフタクトの F 音によって、ひ
っきりなしに訴えるような緊迫した雰囲気が醸し出され、その動きを基に右手が狂ったよ
うに駆けずり回る。【譜例 13】具体的には、音型と技術的な問題から右手で拍感を示すの



















　また、右手には 1 小節ごとに記号としてのdim. が書かれている。ここで注目したいのが、












ら十分なappassionato が欲しい。ここで一つ興味深いことは、左手の 2 つ目の音（Ａの音）
が別の符尾によって 4 分音符で書かれていることである。作曲者のねらいではないかもし
れないが、A の音を意識することによって、演奏者は体感的に 16 分音符を認識して刻む
ことになり、結果的に不必要なテンポの上昇を抑えることにも繋がる。
　もう一つ、左手の弾き方で気をつけたいことは、大きな跳躍が理由で最低音のＤの音がす
べて強打になってしまうことである。それぞれの拍の強拍（この場合は 1 拍目と 4 拍目）は



























の d-moll の和音が最高潮である。【譜例 18】　急降下して転げ落ちてくる音型は、奈落の
底に突き落とされていくような悲劇的な場面を演出し、ぞっとするほど厳かな強打のＤが
3 回打たれて終焉を迎える。この fff の和音を最も緊張度の高い響きで演奏するためには、
その前の 72 小節目の弾き方が大変重要である。この小節の右手がＨからＢに半音下がる
ことで、stretto による切迫感がさらに増し、急激なcresc. を経て 73 小節の充実した響き
へと到達する。この部分の実際の演奏では、和声的に一番緊張が高まるのはその小節の後















A.   デュナーミク（強弱）
の変化
第 1 番 T14 ～
第 14 番 T1 ～ 2
第 15 番 T28 ～
記譜上の強弱指示に伴い、音楽の流れを
推進あるいは減退させることができる。
B.   旋律の歌い方（音型、
音程の高低）
第 6 番
第 11 番 T6,T9 ～ 10
第 15 番 T28 ～






第 1 番 T21 右手






第 15 番 T79
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I.   ア ー テ ィ キ ュ レ ー
ションとリズム





J.   フレーズの結尾処理 第 11 番 T14






K.   長打音（音響的広
がり）
第 11 番 T1
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